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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府による経済政策や日本銀行の金融緩和を背景に雇用環

境の改善が続くなど、緩やかな回復傾向の中で推移する一方、中国をはじめとする新興国の景気低迷や円高により

企業業績の下振れが懸念されるなど、依然として不透明な状況が続きました。

トラック市場におきましては、国内の需要は堅調に推移しましたが、海外はアセアン新興国を中心に需要の低迷

が続きました。また、建設機械市場におきましては、国内の需要は排ガス規制の駆け込み需要の反動により減少し、

海外でも資源国での需要が低迷するとともに中国の需要減少が続きました。

このような情勢下、当第１四半期連結累計期間の売上高は33,258百万円と前年同期に比べ1,849百万円(△5.3％)

の減収、営業利益は1,303百万円と前年同期に比べ654百万円(100.7％)の増益、経常利益は1,329百万円と前年同期

に比べ928百万円(231.6％)の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては889百万円と前年同期に比べ

37百万円(4.4％)の増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ812百万円減少し、112,683百万円となりまし

た。これは主に、受取手形及び売掛金が1,346百万円増加し、現金及び預金が651百万円、有形固定資産が1,513百万

円それぞれ減少したこと等によるものであります。

（負債）

負債は、前連結会計年度末に比べ251百万円増加し、50,160百万円となりました。これは主に決済方法を変更した

ことにより電子記録債務が4,032百万円増加し、支払手形及び買掛金が2,857百万円減少したことに加え、賞与引当

金が966百万円増加し、借入金が1,567百万円減少したこと等によるものであります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ1,063百万円減少し、62,523百万円となりました。これは主に利益剰余金が

501百万円増加した一方で、為替換算調整勘定が938百万円、非支配株主持分が324百万円それぞれ減少したこと等に

よるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期につきましては、トラック市場では国内は堅調な需要が続く一方、海外ではアセアン新興国市場

の一部に底入れ感が見られるものの資源国需要の低迷や中国需要の減少が続くことが予想され、建設機械市場でも

足元の厳しい状況が当面は継続することが予想されます。

平成29年３月期第２四半期累計期間の業績予想につきましては、製品の売上構成差および原価低減活動の推移の

状況等を勘案し、次の通り当初予想を修正しております。

売上高 67,000百万円

営業利益 1,600百万円

経常利益 1,500百万円

親会社株主に帰属する当期純利益 900百万円

なお、通期の業績予想につきましては、平成28年５月12日に公表しました連結業績予想から変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実

効税率を使用する方法を採っております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

一部の連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務

上の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月

１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,908 10,256

受取手形及び売掛金 19,366 20,712

たな卸資産 7,777 7,869

その他 3,088 3,525

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 41,138 42,363

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,785 14,932

機械装置及び運搬具（純額） 27,810 26,688

土地 15,830 15,732

建設仮勘定 2,415 2,011

その他（純額） 2,258 2,221

有形固定資産合計 63,100 61,587

無形固定資産 929 847

投資その他の資産

その他 8,880 8,438

貸倒引当金 △553 △553

投資その他の資産合計 8,326 7,884

固定資産合計 72,357 70,320

資産合計 113,495 112,683

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,162 13,304

電子記録債務 1,569 5,601

短期借入金 5,941 5,702

未払法人税等 167 557

賞与引当金 1,908 2,874

その他 7,660 7,051

流動負債合計 33,409 35,092

固定負債

長期借入金 8,946 7,618

再評価に係る繰延税金負債 869 869

環境対策引当金 227 227

退職給付に係る負債 3,928 3,930

その他 2,527 2,421

固定負債合計 16,500 15,068

負債合計 49,909 50,160
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,500 5,500

資本剰余金 22,538 22,538

利益剰余金 29,814 30,315

自己株式 △129 △354

株主資本合計 57,723 57,999

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 66 △34

土地再評価差額金 1,684 1,684

為替換算調整勘定 △655 △1,593

退職給付に係る調整累計額 △414 △389

その他の包括利益累計額合計 681 △332

非支配株主持分 5,180 4,855

純資産合計 63,586 62,523

負債純資産合計 113,495 112,683
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 35,107 33,258

売上原価 31,981 29,797

売上総利益 3,126 3,461

販売費及び一般管理費

運搬費 449 424

給料及び手当 886 786

賞与引当金繰入額 125 130

退職給付費用 23 34

その他 991 782

販売費及び一般管理費合計 2,476 2,157

営業利益 649 1,303

営業外収益

受取利息 12 5

受取配当金 60 59

スクラップ売却益 63 33

持分法による投資利益 53 89

その他 78 32

営業外収益合計 269 220

営業外費用

支払利息 96 44

為替差損 379 115

その他 42 34

営業外費用合計 517 194

経常利益 400 1,329

特別利益

固定資産売却益 30 0

持分変動利益 757 ―

特別利益合計 787 0

特別損失

固定資産除売却損 45 42

減損損失 100 ―

特別損失合計 146 42

税金等調整前四半期純利益 1,041 1,287

法人税等 482 334

四半期純利益 558 952

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△）

△292 63

親会社株主に帰属する四半期純利益 851 889
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 558 952

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 71 △101

為替換算調整勘定 △237 △984

退職給付に係る調整額 △2 24

持分法適用会社に対する持分相当額 △26 △325

その他の包括利益合計 △195 △1,386

四半期包括利益 363 △433

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 760 △125

非支配株主に係る四半期包括利益 △397 △308
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当社グループは自動車用等関連部品製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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